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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月9日(2010.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体試料中の複数の標的をプローブする方法であって：
　（a）固体支持体へ付着した複数の標的を含有する生体試料を提供する工程；
　（b）試料中に存在する1以上の標的へ少なくとも1つの蛍光プローブを結合させる工程
；
　（c）工程（b）において結合した蛍光プローブからのシグナルを観測する工程；
　（d）結合した蛍光プローブを、蛍光プローブを実質的に不活性化する酸化剤を含む溶
液で酸化する工程；
　（e）工程（d）の試料中に存在する1以上の標的へ少なくとも1つの蛍光プローブを結合
させる工程；並びに
　（f）工程（e）において結合した蛍光プローブからのシグナルを観測する工程；
を含む、前記方法。
【請求項２】
　工程（d）における溶液が塩基性溶液である、請求項1の方法。
【請求項３】
　約20％より多くの蛍光プローブを固体支持体へ付着した標的から離脱させずに酸化工程
を実施する、請求項1または2の方法。
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【請求項４】
　蛍光プローブが結合剤と蛍光シグナルジェネレータを含む、請求項1～3のいずれか1項
の方法。
【請求項５】
　工程（d）～（f）を1回以上繰り返す、請求項1～4のいずれか1項の方法。
【請求項６】
　観測する工程（c）、工程（f）、又は工程（c）及び（f）において観測されるシグナル
の1以上の強度値を測定することをさらに含む、請求項1～5のいずれか1項の方法。
【請求項７】
　蛍光シグナルジェネレータがシアニン色素を含む、請求項4～6のいずれか1項の方法。
【請求項８】
　生体試料中の複数の標的をプローブする方法であって：
　（a）膜へ付着した複数の標的を含有する生体試料を提供する工程；
　（b）試料中に存在する1以上の標的へ少なくとも1つの蛍光プローブを結合させる工程
；
　（c）工程（b）において結合した蛍光プローブからのシグナルを観測する工程；
　（d）結合した蛍光プローブを、蛍光プローブを実質的に不活性化する酸化剤を含む溶
液で酸化する工程；
　（e）工程（d）の試料中に存在する1以上の標的へ少なくとも1つの蛍光プローブを結合
させる工程；並びに
　（f）工程（e）において結合した蛍光プローブからのシグナルを観測する工程を含む、
前記方法。
【請求項９】
　複数の標的を工程（a）の前に電気泳動によって分離することをさらに含む、請求項8の
方法。
【請求項１０】
　固体支持体へ付着した生体試料中の複数の標的をプローブするためのキットであって：
　蛍光シグナルジェネレータへ連結した結合剤を含む複数のプローブを含み、ここで酸化
剤を試料へ適用するときに、その酸化剤が蛍光シグナルジェネレータを実質的に不活性化
する、前記キット。
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